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酒屋で酒を購入し、家に帰る前に店内で酒を飲める空間を「角打ち」といい、上記の
ような特徴を持っている。角打ちには店内のテーブルという共有の場で同じ趣味、
ある種同じ目的を持った人が自然に集まる魅力を持っている。

○○酒店

0-2.「角打ち」 - 新たな都市コモンズの形 -

角打ちは酒屋限定の光景で、現状居酒屋と同義で扱われている。また、角打ちは店舗内で
人の動きが完結し、外部に対して閉じられている。これは 0-1 にて挙げた現在の
都市コモンズと類似している。そこで、他業種も含め多数の店舗に外へ張り出すような
角打ち空間を設け、それらを結ぶ歩道をコモンズとして発展させることを目指す。

ー角打ちの特徴ー

0-4. 情報交流コモンズ0-1. 都市コモンズ

現在の都市コモンズは、建築内で完結した存在になってしまっている。この現状を受け、
都市の開かれた場所を基準に、多様な業種の店舗を「公」、その店舗内の個人で楽しむ場を
「私」、バラバラの店舗を結ぶ道を「共」とした新しい関係性のコモンズを提案する。

建物内で完結
(現在の都市のコモンズと類似）

他業種も巻き込み、
店外にも滲み出す場

廊下 共用空間

個室

個室

：共 - commons

：私 - private
：公 - public

現在の都市コモンズ 新しい都市コモンズ
酒屋のみ

多様な店舗を結ぶ道は、店舗ごとに違う体験をした人々が同時に存在する。
その道ではそれぞれの持つ情報という資源が溢れており、そこに溜まって交流する場所を
設けることで個人では得られなかった情報を仲間によって得ることができる。そんな
情報が集まることが期待される場を情報の結晶である「本」というツールを用いてつくる。

0-3. 角打ちの今、そして再編

「カク」を打ち込み、「キョウ」を組む
核

角 今日
共

角打ちとは酒屋で買った酒をその場で嗜める空間であり、酒の席、見知らぬ人との交流は多様な情報が飛び交い、日常では感じない新しい価値観に気付ける。私達は情報を持ち寄る場を共空間と捉え、新たなコモンズと定義し、情報の結晶である「本」というツールを用いてコモンズを再編していく。
　神保町は古本街として多くの情報が集結しているが、靖国通りに面した一辺で完結してしまっている。そこで本以外の専門店が立ち並ぶすずらん通りに、本による角打ち空間を挿入し人の交流をつくり出す。専門書の棚をその専門店の前に設置し、その上に庇をかけて領域を形成する。

この本棚と庇は分割し、自由に組み替えられるため、神保町の人々がその日の気分によって自由なコモンズをつくれる。そしてこの操作が、将来的に神保町の全域に伝播していく計画である。神保町の核である本を古本街以外の場所に打ち込み、そこで生活を送る人々が主体となって神保町の今日を作っていく提案である。
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・購入したお酒をその場で嗜む
・手軽に楽しめる
・買うだけの場所＋飲む空間としての機能
・テーブルを置くだけで形成される空間
・酒好き同士でコミュニケーションを取れる
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情報交流のツールとなる「本」が集結し、他の街に比べて本が資源として
高い価値を持っているまちである東京都千代田区神田神保町に注目した。神保町には、
専門書を扱った書店が多く立ち並んでいて、たくさんの情報が本という形で現れ、
その本を求めてたくさんの人が集まっている。

神保町の書店のほとんどが店先の歩道に本棚や本を入れた段ボールを置いている。
通行人はその本を手に取って立ち読みし、そこから店内へ引き込まれるという動きが
見てとれた。また、歩道へ庇をを伸ばしている店舗もあるが、この庇は店舗内の領域を
外に拡張する効果を持っている。この 2つが神保町の書店を構成する要素である。

靖国通りから南側に一本はずれた通りである「すずらん通り」。様々なジャンルの店舗が
並び、人の通りは多いものの神保町らしさは薄れ、歩道が動線としての機能のみで
とどまっている。このすずらん通りを具体的な計画敷地とし操作を行なっていく。

1-1. 本のまち・神保町 1-3. 神保町×角打ち1-2. 書店を構成するエレメント 1-4. 神保町すずらん通り

・本による引き込み東京都千代田区神田神保町 ・庇による領域の拡張 靖国通り

すずらん通り

靖国通り

すずらん通り

本による引き込み 庇による領域拡張 角打ち

本による引き込み、庇による領域拡張という神保町の書店の２つの特徴と、現状の閉じた
角打ちではなく外に滲み出すような新しい角打ち空間をブレンドすることで、庇によって
拡張された領域にその店舗ごとのアクティビティが表出し、そこで情報交流が生まれる。
その情報交流の場はその店舗の業種に関連する本というツールを置くことで整えられる。

( (
神保町の 2つの特徴と新しい角打ち空間のブレンド

2-1. 本のスケールを用いた創作家具 3. 庇により変化するコモンズ領域
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各店舗ファサードと歩道に配置した任意の家具の中から３点を結び、伸縮性のある
材質の膜状の庇をかける。この庇も店舗側の人が自分でかける。自由に動かせる庇により
領域の形は一定ではなく、ときには近隣店舗と混ざり合うような共有の領域にもなる。
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本の寸法→（本の寸法＋若干の猶予）　＋ 板の厚み

本の規格

4. 未来図 -[ 本 ] で広がる情報ネットワーク -

すずらん通りのみならず、神保町全体には様々な種類の店が集まっている。本提案はいわば
プロトタイプ的提案で、すずらん通りに行った操作がこの先他の通りにも広がることで、
本のまち神保町で本による情報ネットワークがより一層張り巡らせられ、神保町らしさが
さらに増大し、新しい都市コモンズが充満しより魅力的なまちになることが期待される。

：楽器

：CD・レコード

：画廊・ギャラリー

：スポーツ

：服

：靴 ：書店

：飲食店

神保町の書店は本棚を歩道に置いている。計画敷地のすずらん通りでは、各店舗の前に
同じユニットの組み合わせから成る創作家具を店舗の従業員が自由に配置する。
ユニットは文庫本と雑誌（A４変形）の２種類の本の規格の寸法を用いて設計を行なった。

神保町の書店 すずらん通りの店舗

店先に家具を配置

この庇の下の空間がコモンズ空間である。立ち並ぶ店舗を結ぶ共有の道の上にかかる庇に
よって店舗の色が溢れ出し、さらに細かいコモンズ空間が点在するような形へと変化する。

店舗 A 店舗 B

2-2. ユニットの組み合わせ方、つかわれ方

自由な庇の掛け方

庇による領域

このユニット同士を組み合わせることで椅子やテーブルなどの機能を持った家具となり、
道に配置することで店外にその店で行うアクティビティを共有させることができる。

テーブル (大人 )
→雑誌 ×４

イス ( 大人 )
→雑誌 ×２

テーブル (こども )
→文庫本 ×４

イス ( こども )
→文庫本 ×２

本棚
→雑誌 ×１４

本棚
→雑誌 ×１０

階段
→文庫本 ×９

ユニット組み合わせ例

テーブル (大人 )
→雑誌 ×6

本が高く積み上がってるのも
神保町らしさのひとつである

創作家具のユニット

↓
330mm
+

30mm
=360

↓
240mm
+

30mm
=270

雑誌 
297mm × 210mm

↓
180mm
+

30mm
=210

↓
140mm
+

30mm
=170

文庫本
148mm × 105mm

1週間想像図 (PLAN　　　内地区）1日での変化
すずらん通りには多種多様な店舗が立ち並んでいるが、それぞれは独立した店舗であるため、営業時間や定休日は店舗によって異なる。庇がかからない時間、家具が置かれない時間がバラバラであるため、時間帯によって通りの様子が変化していく。ここでは、1日の中での変化と、１週間の中での変化の２種類の時間軸での移り変わりの例を表す。

・18:00・7:00～9:00 ・11:00 ・16:00

全店舗営業開始前
家具も庇も何も出ていない

残りの店舗も営業開始し
家具・庇が張り巡らせられる

この時間帯で全ての店舗が
営業終了し全て閉じられる

営業日の店舗はほぼ全て
営業開始済みの時間

部分的に店舗が閉まり始め
家具・庇が減っていく

部分的に営業開始
家具と庇が出始める

休業日がなく、全ての

店舗が営業し賑わう

雨天時は本を守るため

屋内のみの営業

日 土月 火 水 木 金

週初めであるため

日用品エリアの範囲が拡大
前日の雨の影響で

書店の領域は縮小
週終わりで人が集まる

周囲の居酒屋と連動

カフェの１つが休み
同業の庇が拡大し、
欠けた空間を補う

休業日の店舗が多いため
庇が減り、明るい光が
より多く広がる

・20:00～22:00・5:00

専門店前の庇を拡張することで今まで興味を持たれなかった人にも認知させる。
専門書とその専門店の整合性を高めるために店舗ファサードから庇を拡張する。 

C. 店舗ファサードから庇を拡張

高所にある本を取るのに近くにある本棚を組み合わせで階段として活用する。
階段としての利用が終わるとまた別の家具の一部へと変容する。

D. 本棚を階段として使用
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UP
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ドラッグストア アート
ショップ

小学館ギャラリー

書店

書店 書店 書店 酒屋

中華屋

ラーメン屋 郵便局 居酒屋 和菓子屋 インド料理

中華屋 そば屋 中華屋
コンビニ
エンスストア カフェ

カフェ

玩具店マンション マンション

書店 唐揚げ屋

文房具屋 額縁屋

定食屋 雑貨屋 マンション

マンション
書店

書店画廊

書店 ドラッグストア 書店

スイーツ屋

靴屋カラオケ文具・画材店薬局油そば屋
天ぷら屋居酒屋カフェ大型書店レコード店鞄専門店 パン屋

かつ専門店

ビジネスホテル

串焼き
専門店

（古本街が完結している）

430=文庫本×約16冊分*630=雑誌×約40冊分*
＊持ち上げられる最大冊数

ジョイント等を用い、崩れにくい設計となっている
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PLAN : S=1/500

千代田区

至御茶ノ水駅

明治大学

日本大学

至神保町駅

専修大学

共立女子大学

N

パース（仮）

A. 循環する本の終着点 B. 庇をつけず家具だけの構成

業種によっては拡張した領域に庇がかかってこない方が好ましい場合もある。
軽食などを扱う店舗は庇がないことで開放的に太陽の下で食事を楽しむことができる。 

歩き読みをし、すずらん通り内で循環する古本の返却地点。
本を戻しに行く時にすずらん通りに訪れた人の関心の流れがわかる計画。

5. 来るたびに 姿を変える 神保町


